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固相脱窒 リア クターにお ける硝酸除去の 動力学的特陸と

　　　　　　　　細菌群集構造 との 関係

　 ふたまた ひろゆき　 に しカわ ゆうき　 ひ らい し あきら

　〇二 又裕之、西川裕貴、平石 明

豊橋技術科学大学 エ コ ロ ジー工 学系

【目的】生物学的排水処理 において 、脱窒に必要な電子 の安定供給は重要な課題の
一

つ で あ

る。 その ため
、 電子 の 供給が簡便で 安定と考えられる生分解卜生プラス チ ッ クを電子供与体と

した固相脱窒 リア クターが注 目されてい る。
これ まで に我々 は、生分解1生プラス チ ッ ク PHBV

（poly（3−hydroxybutylate−co−3−hydroxyvalerate））を用い た固相脱窒 遡ア クタ
ー
が高い 脱窒能力

を発揮 し、 β
一プ ロ テオバ クテ リア細菌群が優占化す るこ とを見出した

1 ）
。 そ こ で 本研究で

は 、 何故、 固相脱窒 リア クターが高い脱窒能を発揮 し得るの かを明らかにするた め、脱窒能

力の 特性と細菌群集構造との 関係を複数の手法を用い て解析 した。

【方法】MLSS 濃度を 500　mg 　L
’i
に調整 した漕性汚泥を模躑廃水で半連続集積培養によ り馴

用 し固相脱窒 リアクタ
ー

を酸 素制限下で構築した。 初期硝酸態窒素 （NO3
’
−N ）濃度を 300　ppm

と し、3〜 4 日おきに MLSS 濃度を新鮮な模擬廃水で 500　mg 　L
’i
に再調整 した 。

　PHBV は 0

日目に 2％ （wt ／VQI ）となる様に添加 し、運転期間中追加 しなか っ た 。 リアクター
の硝酸除去

速度を算出するため NOi 一N 濃度 をイオン ク ロ マ トグラフィ
ー

で 測定 し、培養液中の 各種脂

肪酸を HPLC で測定 した 。 また 、 直接検鏡法および培養法に よ り総菌数 、 生菌数お よび脱

窒細菌数の 測定 と単離を行っ た 。 硝酸除去 に関する動力学的特牲 を把握するた め、 リア クタ
ーか ら汚泥を採取 ・洗浄後、PHBV を電子供与体とした培地を用い て経時的に硝酸濃度を測

定し速度論量を求めた。 リアクター
のサンプル か ら直接 DNA を抽出し、 変1｛躋膿 度勾配ゲ

ル 電気泳動法 （DGGE ）を用い て 16SのNA を標的とした細菌群集構造の解析を行 っ た 。

【結果お よび考察】リアク ター
の硝酸除去速度は徐 々 に増加 し、

24 日目以降急激な増加傾

向を示 し約 75　mg 　NOi
’
−N 　h

”

　g
’

　dry　wt に達 した。 その 後、 減少傾向を示 し 40 目目では 10　mg
NQ3

’−N 　h
−i
　g
−i

（lry　wt にまで低下 した。その 時点で 、 添加 した PHBV はほ ぼ完全 に消費され て

い た 。 総菌数、生菌数お よび PHBV 分解脱窒細菌数は 、 それぞれ約 109、108お よび 105（囹ls　mL4
と概ね安定 して い た。動力学的解析の 結果、硝酸に対する親和性 （Ks）と最大除去速度 （V． ． ）
が増加 し、Vm

。、
！Ks値が α45 （7 日目）か ら 10．4 （32 日目）へ と約 20倍に増加 した 。 興味深

い こ とに 、
25〜35 日の間で は リア クタ

ー
の 硝酸除去速度が Vmax値より最大で約 2倍高か っ

た。 D  E の結果、24 日目以降優占細菌群集構造が大きく変化 してい た。 また 、
21 日目以降、

培養液中に酢酸が蓄積するこ とが見出され 、 酢酸を電子供与体と した動力学的解析で は リア

クターと同程度の 臨詔直を発揮 した。

　以 上の結果か ら 、 脱窒に必要な電子の供給をも含めた脱窒に関わる細菌群集の構造と機能
の 変化が 、 高脱窒活性 を発揮 し得た要因と推察され た 。 現在 、 分離菌株の遺伝的生理的解析

と脱窒関連遺伝子 を標的 とした細菌群集構造解析を行 っ て い る。
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